
 物理部は７月に行われたWRO（World Robot Olympiad）関西大会で参加４チーム中２チームが１位と３位という

成果を収め、１位のチームは９月２３日東京スポーツ文化会館で開催される決勝大会に進むことができた。決勝大

会では、工業高校のチームが大多数を占め苦戦が予想されたが準優勝（２位）という成績を修め、１１月にマレー

シアの首都クアラルンプールで開催される国際大会に、日本代表チームの一つとして出場権

を得ることができた。国際大会では、各国から選ばれた７５チームが参加し、その中で２１

位という成績で大会を終えることができた。 

参加生徒の感想 

「現地でハプニングもありましたが、僕たちの出せる力は十分に出せたと思います。」「世

界の大舞台で自分たちの力が通用するのか不安でしたが、良い結果を残すことができたと思

います。」「国際大会での経験を生かして、次の大会も頑張りたいと思います。」 
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 ＳＳH先端科学講座（数学） 「階乗について 」 

 ２月４日（月）の５限、JSPS（日本学術振興会）のサイエンス・ダイアログ・プログラムを活用し、京

都大学工学研究科物質エネルギー専攻のSergej Polisski博士をお招きし、SSH先端科学講座

（理科）として、英語による講演会を開催しました。「サイエンス・ダイアログ・プログラム」は、JSPSの

フェローシップ制度により来日している優秀な外国人若手研究者（JSPSフェロー）の方から、研究

に関するレクチャーを受講するプログラムのことです。 

   Polisski先生からは「Li-ionn batteries-a ”bright” future？!」 というテーマで講義していただきました。基本すべて英語で、難

解な部分については、同行者である京都大学の宮原雄人先生が日本語の説明を一言加えるスタイルの講義でした。講義は、

ドイツやイギリスの紹介からはじまり、本題のbatteryの内容に入っていきました。最古の電池のバクダット電池の話や現在欠か

せなくなってきているリチウム電池についてまで、電池のしくみを中心に説明がありました。充電可能と不可能な電池の違いや

研究しているMgなどを用いた電池の話まで、熱心に講義をしていただきました。多量のオレンジやレモンを使用した電池でi-

Podを充電する動画などいろいろと工夫を凝らした楽しい講義でした。 

参加生徒の感想 

「英語での講義はあまり聞いたことが無く、とても新鮮な感じでした。」「講師の先生がおもしろい先生だったの

で英語で聞くのは大変だったけど楽しかった。電池の歴史やしくみについても知らなかったことを聞けて良かっ

た。また、こういう機会があれば参加したい。」 


